
平成２２年第２１回福岡県教育委員会会議（定例会）会議録 

 
１ 開催日時 

  平成２２年１２月３日（金）１０時００分から１０時２６分まで 
 
２ 場所 

  福岡県庁４階 教育委員会会議室 
 
３ 出席委員 

  清原雅彦、久留百合子、住吉徳彦、太田浩二、二子石竜子 
杉光誠（教育長） 

 
４ 欠席委員 

  なし 
 
５ 出席事務局職員 

  教育次長 荒巻俊彦、理事 中嶋利昭、総務部長 今田義雄、 
教育企画部長 清田嘉治、教育振興部長 森下博輝、 
総務課長 西牟田龍治、財務課長 高田光邦、 
文化財保護課長 平川昌弘、教職員課長 川添弘人 

 

６ 会議 

 １０時００分、清原委員長が開会を宣言し、本日の議題について非公開発議

の有無の確認を行った。 
 本日は非公開案件なく、全て公開と決定された。 
 

（１）報告 

・条例の提案に対する意見の申出について 

川添教職員課長から、福岡県人事委員会の議会及び知事に対する平成

２２年１０月１日付けの給与に関する報告及び勧告に鑑み、本県公立学

校職員の給料、期末・勤勉手当等の額の改定を行うほか、所要の規定の

整備を行う「福岡県公立学校職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例」について、また西牟田総務課長から、同じく福岡県人事委員会

の議会及び知事に対する平成２２年１０月１日付けの給与に関する報告

及び勧告に鑑み、本県職員の給料及び期末・勤勉手当の額の改定を行う

「福岡県職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」及び、社会

情勢の変化及び本県行政委員会の委員の勤務の状況を踏まえ、行政委員



会の委員の報酬の支給方法及び額を改めるとともに、一般職の職員の期

末・勤勉手当の状況に鑑み、特別職の職員及び教育長の期末手当の額の

改定を行う「福岡県特別職の職員及び教育長の給与等に関する条例の一

部を改正する条例」の１２月定例県議会提案について、それぞれ知事か

ら意見の聴取があり、福岡県教育委員会の事務委任等に関する規則第４

条第１項の規定に基づき臨時代理したので、同条第２項の規定により報

告し承認を求めるものである旨の説明があった。 

次いで審議が行なわれ、清原委員長から、今回の改正により、公立学

校職員等の給料が平均で０．１パーセント引き下げられるとのことだが、

遡及されることになるのかとの質問があった。これに対し、川添教職員

課長から、額の引き下げであり、不利益な改正であることから、遡及適

用はされないが、本年４月から１２月までの公民較差相当分は、本年１

２月期の期末手当で調整する旨の説明があった。 

また、久留委員から、「通信教育指導手当」の支給単価も引き下げとな

っているが、この手当はどのようなときに支給されるものなのか、また

公立学校職員の特殊勤務手当には、これ以外にどのようなものがあるの

かとの質問があった。これに対し、川添教職員課長から、県内で唯一の

通信制課程がある博多青松高校の教員が指導を行う場合は、本務になり

支給の対象とはならないが、それ以外の学校の教員がスクーリング等の

指導を行った場合、この「通信教育指導手当」を支給することになる。

但し、ここ近年では実際に支給している実績はないこと、また、これ以

外の特殊勤務手当には、例えば部活動における児童・生徒に対する指導

業務や、修学旅行において児童・生徒を引率して行う指導業務等の際に

支給される「教員特殊業務手当」があることなどの説明があった。 

また、住吉委員から、県立特別支援学校等職員の給与の調整額を算出

するための調整数が１．５から１．２５に引き下げられるとのことだが、

月額でいくらぐらいになるのかとの質問があった。これに対し、川添教

職員課長から、月額で約２，６００円程度の引き下げになる旨の説明が

あった。 

また、同じく住吉委員から、昨今の経済情勢等を勘案すれば、ある程

度の給料等の引き下げもやむを得ないのだろうが、引き下げばかりでは

職員の士気の低下が懸念される。仕事をしっかりとやっている職員には、

実態に見合うよう、逆に給料等の引き上げがあってもいいのではないか。

そのためには、勤務評定の厳格化を推進し、仕事をしっかりとやった職

員には給料や手当等を手厚くするなど、職員の士気が下がることのない

ような対策をお願いしたいとの要望があった。 

清原委員長から他に意見の有無を問い、これについては全員異議なく



承認された。 

 

・教育費予算に対する意見の申出について 

高田財務課長から、平成２２年度一般会計補正予算のうち、教育に関

する事務に係る部分の１２月定例県議会提案について知事から意見の聴

取があり、福岡県教育委員会の事務委任等に関する規則第４条第１項の

規定に基づき臨時代理したので、同条第２項の規定により報告し、承認

を求めるものである旨の説明があった。 

次いで審議が行なわれ、これについては全員異議なく承認された。 

 

 清原委員長が閉会を宣言し、１０時２６分閉会した。 


